
令和 3 年度 介護報酬に関するアンケート調査報告書のまとめについて 

山口県老人保健施設協議会栄養部会 

 
〇対象施設：山口県内の介護老人保健施設 62 施設 
      内 39 施設回答(回答率 62.9％ 
〇アンケート実施時期：令和 3 年 12 月 24 日(金)～令和 4年 1 月 13 日(金) 
〇アンケート実施方法：各施設へ郵送後 FaXで返信 
〇集計結果 

【1】 栄養科概要 

栄養士、管理栄養士配置人数 
 

 
運営方式                  

                   

 

 

 
 
 

直営
13施設

委託
26施設

運営方式
管理栄養士配置人数については常勤 1名配置が多
く、次いで常勤 2名配置が多い結果となった。 
運営方式については委託方式が多く直営方式は委
託方式の 1/2という結果となった。 
又、委託方式の管理栄養士配置については常勤 1
名、2 名の配置が多く、直営施設の配置について
は管理栄養士+栄養士の体制をとっている施設も
複数みられた。 

1名
26施設

2名
13施設

常勤管理栄養士配置人数

20施設

13施設

1施設

4施設

1施設

0 5 10 15 20 25 30

常勤1名

常勤2名

栄養士 管理栄養士配置人数

管理栄養士のみ 栄養士のみ
管理栄養1名+栄養士2名 管理栄養士1名+栄養士1名



【2】 管理栄養士の業務内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【3】 施設の定員数と内訳 

施設定員数と入所者数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経口摂取と経管栄養人数 
 
 
 
 
 
 
 
 

栄養管理のみ
18施設

栄養管理+

給食管理
21施設

管理栄養士の業務内容 栄養管理+給食管理を業務としている施設
が半数以上であり、委託方式の施設でも栄
養管理だけでなく、献立作成等の給食管理
業務も併用しておこなっている施設が多
い。直営方式の施設は調理業務も厨房業務
も兼ねている傾向にある。栄養管理のみを
おこなっている施設は半数以下であり、平
均して管理栄養士の業務多忙が多い印象に
あった。 

0 5 10 15

41～50名

51～60名

61～70名

71～80名

81～90名

91～100名

施設数

施設定員数

0 2 4 6 8 10

20～30名
31～40名
41～50名
50～60名
61～70名
71～80名
81～90名

91～100名
未回答

施設数

11月末時点の入所者数(ショート除く)

0 5 10 15

21～30名
31～40名
41～50名
51～60名
61～70名
71～80名
81～90名

91～100名
未回答

施設数

経口摂取人数

あり
17施設

なし
14施設

未回答
8施設

経管栄養がある施設



【4】 併設施設について 

併設施設の有無 
【5】   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なし
9施設

あり
30施設

併設施設の有無

あり
35施設

なし
4施設

通所の有無

あり
24施設

なし
15施設

併設病院クリニックの有無

あり
10施設

なし
29施設

グループホームの有無

あり
7施設

なし
32施設

その他の施設併設の有無

併設施設がある施設が 39施設中 30 施設
あり、病院と併設している施設が半分以
上でした。又通所は 9割以上の施設が併
設されていた。 



併設病院病床数と通所人数と管理栄養士の配置人数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【5】 科学的介護推進連携体制加算について 

科学的介護推進連携体制加算算定の有無 
 
 
 
 
 
 
 

0 5 10

100床以下

101～200床

201～300床

301～400床

400～500床

500床以上

未回答

病院数

併設病院の病床数

0 2 4 6 8 10 12

10人以下
11～20人
21～30人
31～40人
41～50人
51～60人
61～70人
71～80人
81～90人

91～100人
100人以上

未回答

施設数

通所定員数

非常勤
あり

2施設

0 2 4 6 8 10 12

病院管理栄養士 1～2名

病院管理栄養士 3～4名

病院管理栄養士 5名以上

未回答

施設数

病院管理栄養士の人数

非常勤あり
1施設

0 5 10 15 20

通所 管理栄養士1名

通所 兼務1名

通所 兼務2名

未回答

施設数

通所 管理栄養士の人数

併設病院は 200～300 床の病院が多く通所の定員数は 30～40人が多かった。病院管理栄養士の配
置人数は病床数の規模によるが 1～2名配置が多く、通所管理栄養士については施設と兼務で常勤
1 名体制をとっているところが多い結果となった。 

あり
15施設

なし
24施設

施設系科学的介護推進連携体制
加算算定の有無

あり
10施設

なし
28施設

未回答
1施設

通所系科学的介護推進連携体制
加算算定の有無



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
データ入力方式 

 

【6】 取得加算 

〇施設系 
療養食加算 
 
 
 
 
 

施設の介護記録ソフト

VISIT・CHASEシステム

未回答

0 5 10 15 20

施設数

データ入力方式

6施設
7施設

1施設
22施設

3施設
7施設

1施設
27施設

4施設

0 5 10 15 20 25 30

科学的介護推進体制加算(Ⅰ)

科学的介護推進体制加算(Ⅱ)

開始予定
算定なし
未回答

科学的介護推進体制加算(Ⅰ)

科学的介護推進体制加算(Ⅱ)

開始予定
算定なし
未回答

施
設
系

通
所

施設数

科学的介護推進連携体制加算

科学的介護推進連携体制加算については
施設系が加算取得している施設が約 4
割、通所にて算定している施設は約 1/3
程度だった。現在はまだ加算を取得でき
る体制ではなく、検討中又は今後取得予
定の施設もあった。施設では取得が
(Ⅰ)(Ⅱ)ほぼ同数だったが、通所において
は(Ⅰ)のみ取得している施設が多かっ
た。データ入力方式は施設の介護記録ソ
フトで入力している施設はほとんどであ
った。 

あり
34施設

なし
2施設

未回答
3施設

療養食加算算定の有無

0 2 4 6 8

0
1～10

11～20
21～30
31～40
41～50
51～60
61～70
71～80
81～90

91～100

施設数

％ 療養食加算 加算率



栄養マネジメント強化加算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経口維持加算(Ⅰ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経口維持加算(Ⅱ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あり
14施設

なし
22施設

未回答
3施設

経口維持加算(Ⅰ)の有無

0 5 10 15

0件

1～10件

11～20件

施設数

経口維持加算(Ⅰ)算定件数
(1ヶ月あたり)

あり
10施設

なし
26施設

未回答
3施設

経口維持加算(Ⅱ)の有無

0 2 4 6 8 10

0件

1～10件

11～20件

21～30件

施設数

経口維持加算(Ⅱ)算定件数
(1ヶ月あたり)

あり
9施設

なし
27施設

未回答
3施設

栄養マネジメント強化加算の有無

0 1 2 3 4

未回答
0

1～10件
11～20件
21～30件
31～40件
41～50件
51～60件
61～70件
71～80件
81～90件

91～100件

施設数

栄養マネジメント強化加算算定件数
(1ヶ月あたり)



経口移行加算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
再入所時栄養連携加算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
居宅療養管理指導費(Ⅱ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あり
2施設

なし
34施設

未回答
3施設

経口移行加算算定の有無

0 1 2 3

0件

1～10件

11～20件

21～30件

施設数

経口移行加算算定件数
(1ヶ月あたり)

あり
3施設

なし
33施設

未回答
3施設

再入所時栄養連携加算の算定有無

なし
36施設

未回答
3施設

居宅療養管理指導費(Ⅱ)算定の有無

居宅療養管理指導(Ⅱ)の取得施設は該当なし。 

0 1 2 3

0件
1～10件

11～20件
21～30件
31～40件
41～50件
51～60件
61～70件
71～80件
81～90件

91～100件
未回答

施設数

再入所時栄養連携加算算定件数
(R3年11月末時点)



〇通所系サービス 
栄養アセスメント加算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
栄養改善加算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
口腔栄養スクリーニング加算(Ⅰ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あり
1施設

なし
35施設

未回答
3施設

栄養アセスメント加算算定の有無

0 1 2 3

0件
1～10件

11～20件
21～30件
31～40件
41～50件
51～60件
61～70件
71～80件
81～90件

91～100件

施設数

栄養アセスメント加算算定件数
(1ヶ月あたり)

あり
1施設

なし
35施設

未回答
3施設

栄養改善加算算定の有無

0 1 2 3

0件
1～10件

11～20件
21～30件
31～40件
41～50件
51～60件
61～70件

施設数

栄養改善加算算定件数
(R3年11月末時点)

あり
5施設

なし
31施設

未回答
3施設

口腔栄養スクリーニング加算(Ⅰ)

算定の有無

0 1 2 3

0件

1～10件

11～20件

21～30件

31～40件

施設数

口腔栄養スクリーニング加算（Ⅰ）
算定件数(R3年11月末時点)



口腔栄養スクリーニング加算(Ⅱ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇グループホーム 
栄養管理体制加算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あり
2施設

なし
34施設

未回答
3施設

口腔栄養スクリーニング加算(Ⅱ)

算定の有無

0 1 2 3

0件

1～10件

11～20件

21～30件

31～40件

施設数

口腔栄養スクリーニング加算（Ⅱ)

算定件数(R3年11月末時点)

あり
2施設

なし
34施設

未回答
3施設

栄養管理体制加算

0 1 2 3

0件
1～10件

11～20件
21～30件
31～40件
41～50件
51～60件
61～70件

施設数

栄養改善加算算定件数
(R3年11月末時点)

療養食加算は 9 割近くの施設が算定しており、一般食の提供と比較し 1～10％、21～30％
の加算率が多い結果となった。中には提供している食事の 91～100％が療養提供の施設も
あり施設により大幅に加算率が異なった。 
新たに新設された栄養マネジメント強化加算算定施設は 39 施設中 9施設であり全体の約 2
割程度の結果となった。 
経口維持加算については 14 施設算定している。(Ⅰ)の算定数と(Ⅱ)の算定数が異なり(Ⅰ)
は算定しているが、(Ⅱ)は算定していない施設があった。 
経口移行加算については算定している施設が 2施設のみであった。 
再入所時栄養連携加算については 3 施設が算定中。 
居宅栄養管理指導費(Ⅱ)算定施設は現時点では該当施設なし。 
通所系サービスの加算については全体的に取得している施設が少ない結果となった。 
中でも算定している加算がみられたのは口腔栄養スクリーニング加算(Ⅰ)であった。 
グループホームで取得できる栄養管理体制加算については 2 施設算定中という結果となっ
た。                    



【7】 加算取得で取り組んでいることについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【8】 加算取得できない要因について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 5 10 15 20 25 30

業務整理及び業務改善

多職種との連携をおこなった

人員補充

その他

未回答

加算取得で取り組んでいること

一番多い回答は多職種との連携をおこなったという結果となった。 
人員補充をおこなったという回答も一部みられた。 
又、その他の回答として栄養マネジメント強化加算算定の為に介護ソフトの導入をおこ
なったという回答もみられた。 

0 5 10 15 20 25

業務多忙
多職種との連携がとれない

人員不足
加算取得対象者がいない

ご家族様、本人様への同意が得られない
加算取得における環境、設備不足

その他
未回答

加算取得できない要因

人員不足の回答が最も多かった。他には加算取得における環境、設備不足、業務多忙も
多くみられた。 
その他の回答として、労力と取得できる単位(費用）が低い物がある、必要性があまり
ない、産休中の職員が復職してから加算取得の準備をおこなう指示がある為等の意見が
あった。 



【9】 今年度の介護報酬改定に伴う施設の栄養科の収入について 

R2 年 11 月と R3年 11 月を比較した栄養科の収入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【10】【9】の結果の要因について 

減収要因  
 
 
 
 
 
 
 
 
増収要因                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

増収
7施設

変化なし
13施設

減収
15施設

未回答
4施設

介護報酬改定に伴う栄養科の収入
増収 7 施設の内 4 施設が栄養マネジメント強化
加算算定している。 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

低栄養リスク改善加算の廃止

加算件数の減少

未回答
減収の要因

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

食費の基準費用額見直し

経口維持加算の算定期間要件廃止

今年度新設された加算の取得開始

今まで算定していなかった加算の取得開始

加算件数の増加

未回答
増収の要因

収入については減収したと回答した施設が最も多い結果となった。 
減少要因としては加算件数の減少が最も多く、入所者数の減少も加算件数の減少に起因
している。又、低栄養リスク改善加算の廃止も大幅な減収要因となっている結果となっ
た。増収要因としては今年度新設された加算の取得開始が最も多い結果となった。 
増収と回答した 7施設中、4施設が栄養マネジメント強化加算を算定している。 



【11】今回の介護報酬改定にあたり現在の問題点、今後の課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【12】今後、検討していく取り組みについて 

・栄養マネジメント強化加算の取得 
・通所系サービスの加算の取得 
・経口維持加算の取得 
・取得可能な加算を増やす 
・人員補充 
・LIFEの活用 
・併設病院との連携 

【13】今回の介護報酬改定にあたって、疑問点等について 

・LIFE 関連(オンラインでの研修会希望、立ち上げ時の利用者情報の提出内容、フィードバ
ックの活かし方) 
・栄養マネジメント強化加算関連(退所時の支援方法、食事観察の記録方法) 
 
 

・活用の仕方(フィードバッ
クの方法等)・入力に手間が
かかる・導入が困難  

・給食管理業務の効率化 
・週 3 回以上のミールラウ
ンドの時間確保・加算取得

による残業の増加 

・介護の現場では ICT
化が進んでいない 

・算定要件が満たせな
い・栄養マネジメント
強化加算が義務でない
限り、増員は困難 

・多職種の意識づけ・どの職種も忙
しく連携、情報共有が困難 



【14】栄養マネジメント強化加算算定施設 

栄養マネジメント強化加算算定施設一覧 
施設 配置体制 運営

方式 
業務内容 入所

者定
員数 

通所加
算算定 

グループ
ホーム加
算算定 

A 施設 管理栄養士 1名+
栄養士 2名 

直営 栄養管理+給食業務 70人 あり なし 

B 施設 管理栄養士 1名 委託 栄養管理のみ 50人 なし なし 
C 施設 管理栄養士 1名 委託 栄養管理のみ 50人 なし なし 
D施設 管理栄養士 2名 直営 栄養管理+給食業務 60人 なし なし 
E 施設 管理栄養士 2名 直営 栄養管理+給食業務 100人 なし あり 
F 施設 管理栄養士 2名 直営 栄養管理+給食業務 55人 なし なし 
G施設 管理栄養士 2名 委託 栄養管理のみ 97人 なし なし 
H施設 管理栄養士 2名 委託 栄養管理のみ 80人 なし なし 
I 施設 管理栄養士 2名 委託 栄養管理のみ 80人 あり あり 

 

1名
2施設

2名
6施設

管理栄養士1名
+栄養士2名

1施設

常勤管理栄養士配置人数
直営

4施設

委託
5施設

運営方式

栄養管理+

給食業務
4施設

栄養管理
のみ

5施設

管理栄養士の業務内容

あり
2施設

なし
7施設

グループホーム
あり

2施設

なし
7施設

通所加算算定施設

栄養マネジメント強化加算を算定している施設の管理栄養士配置人数、運営方式、
管理栄養士の業務内容をみてみると入所者の定員数によるが、管理栄養士 2 名体
制が多く、栄養管理のみ業務をおこなっている施設は比較的、他の加算の算定も
できていいた。 


